
Fig. 1 Polarized absorption spectra 
of vacuum-deposited films of a 
bisazo dye (inset).  

Fig. 2 AFM (a) and polarized optical 
microscope images obtained by 520 nm- 
(b) or 625 nm- (c) monochromated light. 
The image size is 8 m  8 m.  
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【はじめに】我々は、高い配向度を有する非イオン性色素の J 会合体を作製し、その光学特性や

半導体特性について研究してきた[1-5]。しかし、J 会合体の形成過程や薄膜中での分布など根源的

事象については解明の途上である。今回、ビスアゾ色素の真空蒸着膜における J 会合体の分布に

ついて、原子間力顕微鏡(AFM)や偏光顕微鏡などを用いて検討した。 

【実験】ガラス基板に真空蒸着したポリテトラフルオロエチレン(PTFE)をラビングして配向膜を

作製し、その上にビスアゾ色素を蒸着して、配向した J会合体を得た(Fig. 1)。結晶相または J会

合体に由来する吸収波長に対応した干渉フィルターを用い(それぞれ波長 520 nmまたは 625 nm)、

単色化した光で偏光顕微鏡観察を行った。また、同一箇所で AFM観察を行った。 

【結果】結晶相に対応した緑色の偏光顕微鏡像(Fig. 2b)では、黒点の位置が AFM像(Fig. 2a)のグレ

インの位置に一致した。これは、グレインが波長 520 nm の光

を吸収した結果であり、偏光顕微鏡でグレインを観察できてい

ることが確認できた。一方、J 会合体に対応した赤色の偏光顕

微鏡像(Fig. 2c)は、AFM像や緑色の顕微鏡像とは一致せず、す

なわち、J 会合体の分布はグレインの分布そのものとは異なる

ことが分かった。詳細に比較すると、J 会合体は、大きなグレ

インの周囲や、小さなグレインが連なっているようなところに、

局所的に形成されていることが分かった。 
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